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城西大学薬学部薬科学科（薬学教育４年制）学生の薬剤師国
家試験受験資格取得課程に対する評価項目および自己評価 
 
本文書は城西大学薬学部薬科学科（薬学４年制教育）を修了した学生が薬剤
師国家試験受験資格を取得するために必要な教育課程の評価項目を示したもの
である。すなわち、当該教育課程を修了することにより薬学部４年制学科卒業
生が６年制学科卒業生と同等の知識、技能、態度を有していることを本評価に
より示すものである。城西大学は本評価項目に従い自己評価し、その結果をホ
ームページにて公表するものとする。また、一般社団法人薬学教育評価機構に
評価結果を報告し、薬学教育評価機構ホームページから評価結果を閲覧できる
よう城西大学のホームページにリンクするものとする。 
なお、本自己評価は、主として薬科学科第３期生（平成２０年度入学生）か
らは８年コース（学部４年＋博士前期課程２年＋博士後期課程（３年制）、博士
課程（４年制）あるいは薬学部薬科学科薬剤師養成研修生２年）となっている。 
 
１．ヒューマニズム教育・医療倫理教育 
 
薬剤師となることを自覚し、共感的態度および人との信頼関係を醸成する教
育が体系的かつ効果的に行われていること。 
 
【１】医療人として生命に関わる薬学専門家に相応しい行動を身につけるため
の教育が体系的に行われていること。 
 
【２】医療全般を概観し、薬剤師としての倫理観、使命感、職業観を醸成する
教育が行われていること。 
  
【３】医療人として、患者や医療提供者の心理、立場、環境を理解し、相互の
信頼関係を構築するために必要な教育が行われていること。  
 
学部１年次に、基本科目「薬科学概論・フレッシュマンセミナー演習」「フレ
ッシュマンセミナーⅠ、Ⅱ」、３年次に、「コミュニティーファーマシー論」、４
年次に「社会と薬学」を開講し、医師（専任教員）による医療倫理に関する講
義や、病院および薬局薬剤師（非常勤講師）または実務家教員による薬剤師の
使命や職業観などに関しての教育を実施している。また、学部４年次の実務実
習事前学習である「薬学総合実習･演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」にて模擬患者に対する服薬
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指導の実習を通して医療人としての倫理観や使命感を醸成している。さらに博
士前期課程薬科学専攻修了後、博士後期課程薬科学専攻（３年制）または博士
課程薬学専攻（４年制）において、あるいはこれらに進学しない場合は薬学部
薬科学科薬剤師養成研修生となった学生に、２年目の学外実習前に「導入講義・
演習」により薬剤師の使命や職業観、実践的能力を身につける教育を実施して
いる。 
１年次から４年次に至るまで講義、演習および実習を間断なく配置し、病院・
薬局実習にスムーズに移行できるよう教育プログラムを提供できた。また、薬
剤師や薬剤師以外の職種の医療従事者による講義や実習を用意することによっ
て、医療人としての態度を向上させ動機付けがなされる教育プログラムを提供
することができ、効果的なヒューマニズム・医療倫理教育が行われていると評
価できる。 
 
 
２．教養教育 
 
見識ある人間としての基礎を築くために、人文科学、社会科学および自然科
学などを広く学び、物事を多角的にみる能力および豊かな人間性・知性を養う
ための教育が行われていること。 
 
【１】薬学準備教育ガイドラインをふまえ、幅広い教養教育プログラムが提供
されていること。 
 
城西大学薬学部は、「薬学部において学んだ者が、人々が主観的 QOL（quality 
of life：生活と人生の質）を高く維持し健康のよりよい状態を目指すこと（ヘ
ルスプロモーション）を直接的または間接的に支援することによって、本学の
建学の精神である『学問による人間形成』を実現する」という教育理念に基づ
き、全学教員の協力体制のもとで教養教育プログラムと専門教育を緊密に連携
させた教育カリキュラムを編成している。教養教育として、人文系（８科目）、
社会系（４科目）、自然系（８科目）科目を関連科目として置き、この中から２
年次修了までに６単位を選択必修としている。薬科学科は、高い専門性とさら
に生活者の視点を有する「薬科学技術者」を効果的に育成するとともに、薬剤
師国家試験の受験資格を得ようとする者は人々の健康増進を支援できる薬剤師
になれるよう、その育成を目指す。そのためのカリキュラム編成として、１年
次は、教育目標の理解、モチベーション高揚のために「医薬品･食品･化粧品概
 3 
論」や「フレッシュマンセミナーⅠ、Ⅱ」、基礎力をつけるために生物系科目や
化学系科目を、また人の体や病気を理解するための解剖学や生理学等を履修す
る。２年次は、病気･薬･治療を理解する科目、３・４年次には、薬学を広く理
解するための専門教科や、臨床開発、栄養、香粧品に関わる教科等、幅広く用
意している。さらに、実習を豊富に組み入れることにより、薬学関連技能の修
得を効果的に進めている。 
 
【２】相手の話を傾聴し、共感するなど、十分なコミュニケーション能力を身
につけるための教育が行われていること。 
 
チーム医療に必要な基本的コミュニケーション技術を身につけ、保健医療福
祉に従事する者と互いに尊重の気持ちを持つことを目的として、患者訪問やSGD
（Small Group Discussion）を通して、患者・利用者を理解する「フレッシュ
マンセミナーⅠ、Ⅱ」、「コミュニケーション・プレゼンテーションⅠ」や「早
期体験演習」を１年次に、「コミュニティーファーマシー論」を３年次に開講
している。さらに、高齢社会における医療従事者として求められる、高齢者医
療・福祉の問題や動向、看護・介護の考え方を理解することを目的に「看護/介
護/社会福祉」を開講している。模擬症例を用いた疑義照会や模擬患者に対する
服薬指導（ロールプレイ）等の実習は６年制４年次に実施される「薬学総合実
習･演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」と位置付け、同科目名にて４年次で実施している。 
 
本学は総合大学である利点を生かして、幅広い教養科目と学生および社会の
ニーズに応じた科目を選択できる教育プログラムを提供できた。また、十分な
コミュニケーション能力を身につけさせるための講義・演習が提供でき、効果
的な教養教育がなされていると評価できる。 
 
 
 
３．体験学習 
 
学習意欲の向上を目指し、真摯な姿勢で体験学習が行われていること。 
 
 【１】薬剤師が活躍する現場などを広く見聞させていること。 
  
【２】体験学習の成果を発表会や総合討論で発表するなど、学習効果を高  
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める工夫がなされていること。 
 
１年次前期に開講される「フレッシュマンセミナーⅠ」において、企業等で
活躍する研究者による実体験に基づく講義や企業における創薬研究に関する講
義を受講し、製薬企業の研究所を訪問・見学し見識を深めさせている。また、
１年次後期に開講される「フレッシュマンセミナーⅡ」において、癌患者の講
演を聞き、SGDと演者への質問の後に、レポートにまとめ、学習効果を高める工
夫がなされている。さらに、「医薬品・食品・化粧品概論」および「フレッシ
ュマンセミナーI」に即したグループ課題演習、グループ討議、実技演習などを
行うことにより、薬学関連領域に関する理解を深め、目標を立てられるように
している。４年次に開講（２期生より選択科目）している「コミュニティファ
ーマシーインターンシップ」では、ドラッグストアにてインターンシップを行
い、地域医療と住民の健康維持・向上支援について見識を深めさせている。 
 
施設見学や講演会の後は、学生による発表会・討論会を実施し、学習効果を
高めることができ、効果的な体験学習がなされていると評価できる。 
 
 
４．医療安全教育 
 
薬害、医療過誤、医療事故防止に関する教育が医薬品の安全使用の観点から
行われていること。 
 
【１】 薬害、医療過誤、医療事故の概要、背景、その後の対応および予防策・
解決策に関する教育が行われていること。 
 
【２】 薬害、医療過誤、医療事故等の被害者やその家族、弁護士、医療施設に
おける安全管理者を講師とするなど、肌で感じ、医薬品の安全使用につ
いて科学的な視点と客観的な視点を養うための教育に努めていること。 
 
医療の対象は人であり、実施する側も人であることから、ヒューマンエラー
は避けて通れないのが現状と考える。また、薬害に対する学生の科学的かつ客
観的な視点を養うためには、その事例等を学生が肌で感じる必要性があると考
える。本学部では、１年次「フレッシュマンセミナーⅡ」において、薬害被害
者を講師とする講演により、薬害体験を学生が早期に肌で感じられる教育を実
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施している。４年次の「医薬品情報学」では、安全対策を考慮した医薬品情報
の発信に関しての講義がなされ、さらに実務実習事前学習においてはリスクマ
ネージメントの講義と演習を実施している。博士前期課程修了後、博士後期課
程（３年制）または博士課程（４年制）において、あるいはこれらに進学しな
い場合は薬学部薬科学科薬剤師養成研修生となった学生に、「導入講義・演習」
において医療過誤・医療事故とその防止策に関しての具体例を挙げた教育が病
院および薬局薬剤師（非常勤講師）により実施されている。 
 
1年次のうちに薬害被害者を招いて講演会を実施し、薬害について学生が肌で
感じる機会を提供し、薬害防止や安全管理の重要性を認識させている。また病
院・薬局実習に行く前の導入講義にて、再認識できるように教育プログラムを
提供でき、効果的な医療安全教育がなされていると評価できる。 
 
 
５．薬学教育モデル・コアカリキュラムに準拠した教育内容 
 
薬学教育モデル・コアカリキュラムに準拠した構成の教育課程と教育目標を
設定した教育が行われていること。 
 
【１】薬学教育モデル・コアカリキュラムの教育目標に準拠した各授業科目が
設定されていること。 
 
「教科委員会」にて薬学教育モデル・コアカリキュラムとの適合性に配慮し
た実質的なカリキュラムの構築とシラバスの作成が行われている。 
シラバスには、「担当教員名」、「授業概要および目標」、「授業計画およ
び授業内容」、「教科書・参考書」、「評価方式」が薬学教育モデル・コアカ
リキュラムに適合する内容で明確に記載されている。 
【２】科学的思考力の醸成、技能および態度を修得するため、実験実習が十分
に実施されていること。 
 
【３】各科目は、各到達目標の学習領域（知識・技能・態度）の修得に適した
学習方法にて実施されていること。 
 
本学のカリキュラムは、基礎、専門基礎、専門応用、臨床薬学の各科目が学
年進行に伴って高度化するように緻密に配列されている。したがって、学部１、
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２年次に開講されている「解剖学Ⅰ、Ⅱ」、「生理学Ⅰ、Ⅱ」、「病態論演習
Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ」において身体各器官の特徴に関する講義、各臓器別疾患の概
念、病態生理に関する講義を系統的に受講するなど講義間の関連性に配慮して
いる。さらに、４年次に薬学と医療との関連の理解を深めるために「薬物治療
演習」が開講されており、これらを応用した実践的学習として「薬学総合実習･
演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」にて模擬症例を用いた疑義照会、模擬患者に対する服薬指導
（ロールプレイ）等の実習が実施されている。このように、薬剤師として必要
な基礎的知識からその臨床への応用について、講義と実習を通して有機的に関
連づけられるよう配慮している。また、臨床における医薬品の適正使用に必要
な疾患別・臓器別の系統立てた知識の修得のため、２、３、４年次に「臨床薬
理学Ⅰ、Ⅱ」、「薬物治療演習」を開講している。また、１年次に開講されて
いる「フレッシュマンセミナー」では、救急救命士の協力のもと、心肺蘇生、
AED操作、応急手当に関する実践的体験を取入れている。一方、「薬学総合実習･
演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」では、薬剤師の使命や職業観などに関して、病院薬剤師（非
常勤講師）と薬局薬剤師（非常勤講師）による講義を実施している。さらに、
実務実習前には「導入講義・演習」により、再度、薬剤師の使命や職業観、実
践的能力を身につける教育を実施している。 
なお、第３期生からは８年コースとなるため「導入講義・演習」「学内実務演
習・実習」は２年目に変更する。 
 
【４】各授業科目において、基礎と臨床の知見を相互に関連付けるよう努めて
いること。 
 
本学薬学部では教科委員会を中心として履修ガイダンスを４月に行っている。
薬科学科のカリキュラムは、基礎から専門基礎、専門応用、臨床薬学と年次的
に高度な教育を受けられるように考慮されており、授業科目の内容もそれに応
じて準備され行われている。また、低学年から人の体や病気を理解するための
科目も履修する。１年次においては、基礎科目「化学」、「物理学」、「生物学」、
さらに専門基礎科目「解剖学」、「生理学」、「病態論演習」の授業が開講されて
いる。３年次には、薬学を広く理解するための専門教科や、臨床開発、栄養、
香粧品に関わる教科等、幅広く学習し、４年次には、臨床薬学の科目を集中し
て学習する。さらに、実習を豊富に組み入れ、薬学関連技術の習得を効果的に
進めている。 
 
【５】 効果的な学習ができるよう、当該科目と他科目との関連性に配慮した 
カリキュラム編成が行われていること。 
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本学のカリキュラムは、基礎・専門基礎・専門応用・臨床薬学と学年進行に
伴って高度化するように緻密に配列されている。したがって、学部１年次から
開講されている「解剖学」「生理学」「病態論演習」において、病態生理の理
解に必要な身体各器官の特徴に関する講義を受講しながら各臓器別疾患の概念、
病態生理に関する講義を受講するなど講義間の関連性に配慮している。さらに、
２年次より、病気と治療の関連性の理解を深めるために「薬理学」「臨床薬理
学」、薬学と医療の関連性の理解を深めるために「製剤管理学」「製剤材料学」
「医薬品情報学」「調剤処方学」等が開講されており、これらを応用した実践
的学習として４年次に「薬学総合実習･演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」にて模擬症例を用いた
疑義照会、模擬患者に対する服薬指導（ロールプレイ）等の実習が実施されて
いる。この「薬学総合実習･演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」は６年制４年次の同科目と同一の
ものと位置付けて実施している。このように、薬剤師として必要な基礎的知識
からその臨床への応用について、講義と実習を通して有機的に関連づけられる
よう配慮している。また、臨床における医薬品の適正使用に必要な疾患別・臓
器別に系統立てた知識の修得のため、２年次から「臨床薬理学」、４年次に「薬
物治療演習」を開講している。さらに、１年次に開講されている「フレッシュ
マンセミナー」では、救急救命士の協力のもと、心肺蘇生、AED操作、応急手当
に関する実践的体験を取入れ、「病態論演習」では、医師（専任教員）による
講義を開講している。一方、４年次に開講されている「社会と薬学」、博士後
期課程（３年制）、博士課程（４年制）あるいは薬学部薬科学科薬剤師養成研修
生時に受講する「社会保険制度・コミュニティーファーマシー論」では、薬剤
師の使命や職業観などに関して、病院薬剤師（非常勤講師）による講義を実施
している。また、「薬学総合実習･演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」では、担当者として病院薬
剤師および薬局薬剤師（非常勤講師）が含まれている。 
 
 
【６】 ６年制で必要とされる各教科単位を、集中して取得することなく、適切
な時期に適切な単位を取得できるよう配慮すること。 
 
６年制薬学教育課程で必要とされる単位のうち、４年制教育課程卒業時まで
に取得していない単位を博士前期課程修了後の博士後期課程（３年制）、博士課
程（４年制）の大学院生あるいは薬学部薬科学科薬剤師養成研修生として偏り
なく取得できるよう履修科目を設定している。 
なお、第３期生からは８年コースとなるため「社会保険制度・コミュニティ
ーファーマシー論」は、博士前期課程修了後の博士後期課程（３年制）、博士課
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程（４年制）あるいは薬学部薬科学科薬剤師養成研修生の１年目に実施する。「導
入講義・演習」「学内実務演習・実習」は２年目に実施する。これらにより、よ
りゆとりを持った形で単位を取得できるようになる。 
 
本学部の教育課程の構成と教育目標は薬学教育モデル・コアカリキュラムに
完全に適合し、講義、演習、実習が有機的に連動したカリキュラムを運用して
おり、各到達目標の学習領域に適した学習方略が適切に組み合わされている。
治療系科目と製剤系科目を充実させ、さらに実務経験が豊富な薬剤師を講師と
したことにより、学生は模擬体験をしているように感じ、熱心に講義、演習、
実習に取り組んだ。さらに、４年制教育課程卒業時までに取得していない単位
を博士前期課程修了後の博士後期課程（３年制）、博士課程（４年制）の大学院
生あるいは薬学部薬科学科薬剤師養成研修生として偏りなく取得できるよう履
修科目を設定することにより、効果的な薬学教育がなされていると評価できる。 
 
 
６．実務実習事前学習 
 
実務実習事前学習が、実務実習モデル・コアカリキュラムに準拠して適切に
実施されていること。 
 
【１】教育目標（一般目標・到達目標）が実務実習モデル・コアカリキュラム 
に準拠していること。  
 
実務実習事前学習（「薬学総合実習･演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」、「製剤管理学」およ
び「調剤処方演習」）は４年次の前期に６年制学科４年次生とともに実施した。
実務実習モデル・コアカリキュラムにおける実務実習事前学習の SBO を含み、
その学習方法、学習時間、場所に関しても実務実習モデル・コアカリキュラム
に準拠して設定している。 
 
【２】実務実習モデル・コアカリキュラムに沿った学習方法、時間数、場所等
で実務実習事前学習が行われていること。事前学習と実務実習の期間が
１年以上離れている場合は、実務実習前に再度、事前学習の内容の復習
を行っていること。 
 
実務実習事前学習（「薬学総合実習･演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」、「製剤管理学」およ
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び「調剤処方演習」）は４年次の前期に、６年制学科４年次生とともに同じ学
習方法、時間数、場所等で実施した。内容は、実務実習事前学習の１２２コマ
を適切に行うために、本学では、新規に「薬学総合実習・演習Ⅰ」（４年前期）、
「薬学総合実習・演習Ⅱ」（４年前期）、「薬学総合実習・演習Ⅲ」（４年前期）、
「製剤管理学」（４年前期）、「調剤処方演習」（４年前期）および「導入講義・
演習」（実習開始直前まで）の５科目を開講し、１２２コマのうちの１１０コマ
分を配置した。これらの科目に配置されなかった１２コマは、１年～３年次科
目である、「看護／介護／社会福祉」、「コミュニティーファーマシー論」および
「調剤処方学」にて履修済みとして判断されるものであり、実務実習モデル・
コアカリキュラムのSBOは長期実務実習開始までに適切かつ完全に教育するこ
とが可能である。実務実習事前学習の学習方法は、６年制学科４年次生と薬科
学科第３期生を合わせて２６１名の学生について、５名１グループとして行っ
た。実施時期は、平成２３年４月１４日～６月２日の２５日間であり、１１０
コマを1日原則４コマ（最大５コマ）で実施した。学習場所の名称は、模擬薬局
室、無菌調製室、薬学総合実習･演習室、小会議室、実習実験室であり、講義、
実技、演習、SGD、それぞれの学習方法に適した学習場所を設定した。模擬薬局
室では、散薬調製、水剤調製、軟膏調製、などの計量調剤および調剤棚や自動
調剤分包機による一包化調剤などの計数調剤の実習を行っている。無菌調製室
では無菌調製の必要な注射剤等の調剤を行っている。小会議室では講義、SGD、
SGD後の学生全員のディスカッションをしている。薬学総合実習･演習室にはベ
ッドや流し台が設置されており、模擬患者に対する服薬指導のシミュレーショ
ン学習や、無菌操作時の手洗の実習等を行っている。実務実習事前学習は４年
次に実施し、その後、第３期生からは８年コースとなるため博士前期課程修了
後の１年目に、達成度の確認のために各自「実習トレーニング」を実施して薬
学共用試験を受験している。薬学共用試験に合格し、博士前期課程修了後の２
年目に実務実習を行っている。事前学習と実務実習の期間が１年以上離れてい
るので、実務実習の前に「導入講義・演習」により再度、事前学習の内容の復
習を行っている。 
 
【３】適切な指導体制の下で実施された実務実習事前学習が行われていること。  
 
実務実習事前学習は、実務実習を有効に行うための事前の学習として位置付
けている。事前学習の効果を学生に最大限に発揮させるためには、事前学習に
携わる指導者が十分な実務経験と学識を有し、さらに、事前学習に携わる教員
の構成と数が学生数に対して十分である必要があると考える。 
平成２３年度の実務実習事前学習を受講した学生は、６年制学科４年次生と
 10 
薬科学科第３期生を合わせて２６１名であり、事前学習に携わった教員は２３
名である。学生数と教員数の比を勘案すると学生１１人に教員１名の割合であ
る。教員２３名のうち、実務経験を有する専任教員は７名で、その内１０年以
上の実務経験を有する教員は４名、５年以上の実務経験を有する教員は３名で
ある。また、医師（専任教員）２名、医療系や基礎系の教員２名で構成されて
いる。さらに、病院で勤務する薬剤師９名と薬局で勤務する薬剤師３名が非常
勤講師として事前実習に携わっている。以下に、担当教員の役職、実務経験の
有無等を記載する。 
担 当 
教員数 
役 職 実務経験 
の有無 
常勤・非常勤 備 考 
２名 教授 有 常勤 実務経験１０年以上 
２名 教授 無 常勤 医師 
２名 准教授 有 常勤 実務経験１０年以上 
２名 講師 有 非常勤 実務経験１０年以上 
２名 助教 有 常勤 実務経験 ５年以上 
１名 助手 有 常勤 実務経験 ５年以上 
２名 助手 無 常勤 薬剤師 
１０名 臨時講師 有 非常勤 実務経験１０年以上 
 
 
 
 
 
 
【４】実務実習事前学習の時期は、学習効果が高められる時期に設定されてい
ること。  
 
実務実習事前学習の履修は、学習効果を考慮し、４年次前期に実施すること
とし、その後、平成２５年１２月１５日から１２月２６日、達成度の確認のた
めに各自「実習トレーニング」を行った。実務実習事前学習の単位取得および
薬学共用試験合格後、実務実習を開始する前（平成２７年４月８日から１３日）
に「導入講義・演習」を実施した。 
 
【５】実務実習事前学習の目標達成度を評価するための指標が設定され、それ
に基づいて適切に評価された実務実習事前学習が行われていること。 
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実務実習モデル・コアカリキュラムに準拠して作成されたシラバスに沿って
実施された講義、演習、実習、スモールグループディスカッション（SGD）にお
いて、それぞれ、レポート、ポスターなどの成果物や、実技の形成的評価（総
括的評価）により、実務実習事前学習で修得すべき知識、技能、態度に関する
目標の到達度の評価を実施した。 
 
実務実習事前学習は学習方法、時間、場所ともにモデル・コアカリキュラム
に基づいて設定されている。また事前学習実施のために、実務経験２０年以上
の薬剤師２名を非常勤講師として迎えている。さらに、実習予定施設からの薬
剤師による延べ１６５時間に及ぶ応援業務により事前学習が支えられているこ
となどから、実務実習事前学習は客観的な点検・評価が十分になされているも
のと考えられ、適切に行なわれていると判断している。 
 
 
７．薬学共用試験 
 
薬学共用試験（CBT および OSCE）を通じて実務実習を履修する能力が一定水
準に到達していることが確認されていること。 
 
【１】 実務実習を行うために必要な能力を修得しており、薬学共用試験センタ
ーが提示した合格基準をクリアーするなど実務実習を行うために必要な
一定水準の能力に達していることが確認されていること。 
 
CBTを平成２６年１２月１２日に、OSCEを平成２７年１月１０日に実施した。 
 
薬学共用試験 CBT 
本試験：平成２６年１２月１２日 
正答率６０％以上 
 
薬学共用試験 OSCE 
本試験：平成２７年１月１０日  
細目評価７０％以上 
概略評価 評価者２名の合計点が５以上 
 
【２】 薬学共用試験センターの「実施要項」に基づいた薬学共用試験を実施し、   
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薬学共用試験センターの提示した合格基準にて判定していること。 
 
【３】 CBT委員会およびOSCE委員会が組織され、公正かつ円滑に薬学共用試験 
を実施する体制が確立されていること。  
 
薬学共用試験の実施には、CBT委員会（教授、准教授、助教の計５名で構成）、
OSCE委員会（実務家教員を含む教授、准教授、講師、助教の計１３名で構成）
が組織され、それぞれ必要に応じた委員会の開催および共用試験の運営に当た
っており共用試験は公正かつ円滑に実施された。 
薬学共用試験（CBT、OSCE）は、それぞれ薬学共用試験センターの実施要項に
従い準備を行い、共用試験センターより派遣されたモニター員による事前審査、
試験当日の審査を受け、適正に施行された。CBTおよびOSCE実施のための学内設
備は、事前実務実習で使用している設備を利用している。モニター員によるチ
ェックでも問題点は指摘されなかった。さらに、薬学部館内には、インターネ
ットへ接続できるノート型コンピュータそれぞれ１７４台を配備したパソコン
室があり、CBT実施時にも使用できるよう整備されている。また、OSCE時には実
務実習事前学習で使用している実習施設が使用された。 
 
共用試験を実施する体制として、委員会組織を整備し学内施設を完備してい
る。さらに、薬学共用試験センターが示す基準をすべて充たす形で、体制整備
を行い、CBT と OSCE を実施した。両試験とも、問題は発生せず終了したので、
体制の整備は適切であったと評価できる。 
薬学共用試験センターが示す指針通りに情報を開示し、公平性および公正性
を適切に確保している。 
 
 
８．病院・薬局実習 
 
実務実習を円滑に行うために必要な体制が整備されていること。 
実務実習を行うために、実務実習委員会が組織され、実務実習が円滑に実施
されるよう機能していること。 
実務実習機関、実習施設との連携等が、当該大学の６年制教育におけるもの
と全く同様に実施されていること。 
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【１】実務実習に関する責任体制が明確にされていること。  
 
学部内の学外実習委員会が、実習施設との連携に対応している。具体的には、
実習前後における施設との調整や関東地区調整機構に対する学生登録の手続き
などを行っている。施設との連携や実務実習指導における責任は本委員会委員
が分担している。学外実習委員会は、実務経験５年以上を有する教員９名、実
務経験を有さない教員２名の計１１名より構成されており、実務実習等の調整
や実務実習事前学習および臨床関連教科の内容の充実に当たる。科目等履修生
に対してもチューターが適切に指導している。 
 
【２】実務実習に先立ち、必要な健康診断、予防接種などが実施され、さらに、 
学生保険などの保険に加入していること。 
 
実務実習前に、健康診断および各種抗体検査、予防接種（HBV 等）を行った。
また、実務実習中のトラブル（通学時の事故、実習中の器材破損、感染等）に
対応するため障害総合保険や感染症保険に加入し、実務実習を実施している。 
 
【３】適正な指導者のもとで実務実習が実施されていること。  
 
病院および薬局における実務実習は、認定実務実習指導薬剤師の資格を有す
る薬剤師の指導により実施されている。 
 
 
【４】実務実習が適正な設備を有する実習施設において実施されていること。 
 
実務実習施設は、関東地区調整機構により割振りされた施設にて実施したた
め、適切な設備を有する施設で実務実習を実施できたと考える。 
 
【５】教育目標（一般目標・到達目標）が実務実習モデル・コアカリキュラム
に準拠していること。 
  
【６】学習方法、時間数、場所等が実務実習モデル・コアカリキュラムに沿っ
て実施されていること。 
 
実務実習における指導および管理には、実務実習モデル・コアカリキュラム
の一般目標・到達目標に準拠した富士ゼロックス社「実務実習指導・管理シス
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テム」を使用しており、本システムは、学習方法およびスケジュール管理（時
間・実習場所）や目標到達度評価など、指導薬剤師、学生、大学教員が実習の
進捗状況を共有可能な仕様となっており、実習状況や生活状況の把握などきめ
細かいケアが行えるよう整備している。 
 
【７】病院と薬局における実務実習の期間が各々標準（１１週間）より原則と
して短くならないこと。 
 
・病院実務実習 
一期：平成２７年５月１１日～平成２７年 ７月２６日の１１週間 
・薬局実務実習 
二期：平成２７年９月 ７日～平成２７年１１月２２日の１１週間 
いずれも、単位認定に必要とされる日数（時間）を下回らない実施内容であ
る。 
 
【８】事前打ち合わせ、訪問、実習指導などにおいて適切な連携がとられてい
ること。 
 
実務実習開始前に、担当教員が実習施設を訪問し契約および実習指導内容等
の確認を実施した。また、実務実習中は、富士ゼロックス社「実務実習指導・
管理システム」にて、実習の進捗状況を学生、指導薬剤師、大学教員間で確認
しつつ、実習状況や生活状況の把握などきめ細かい連携が取られ、適切な時期
に担当教員の訪問指導が実施されている。 
 
【９】実習施設との間で、関連法令や守秘義務等の遵守に関する指導・監督に
ついてあらかじめ協議し、その確認を適切に実施していること。 
 
実務実習の契約は、実習施設、大学、学生の３者間で締結した。この、契約
書中に関連法令や守秘義務の遵守に関する内容も含まれており、これら内容を
熟知した上で実務実習を実施している。 
 
【１０】評価基準が設定され、実習施設の指導者と事前に提示したうえで、実
習施設の指導者との連携の下、大学において適正な評価が行われてい
ること。  
 
実務実習中に使用した富士ゼロックス社「実務実習指導・管理システム」は、
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目標到達度について、学生自身および指導薬剤師それぞれ実務実習モデル・コ
アカリキュラムのSBOs毎に「未実施」が０、「不十分」が１、「ある程度でき
る」が２、「十分できる」が３の４段階で評価するシステムとなっている。こ
の目標到達度に加え、実習スケジュールや日誌等の実習進捗を考慮し、大学に
おいて実務実習の評価が実施されている。 
 
【１１】学生、実習施設の指導者、教員の間で、実習内容、実習状況およびそ
の成果に関する評価のフィードバックが、実習期間中に適切に行われ
ていること。  
 
実務実習中の指導薬剤師からの評価等のフィードバックは、実習中に適宜実
施されるのに加え、日誌に対するコメントとして行われている。大学教員から
学生へのフィードバックは、実務実習指導・管理システムにて、実習の進捗状
況を把握した上で、システム上のメール機能を活用し実習施設訪問指導時に実
施している。 
 
【１２】実習終了後に、実習内容、実習状況およびその成果に関する意見聴取
を、実習施設の指導者、教員を交え行われていること。 
 
病院実務実習では、実習終了直前に実習で実施した内容をまとめたプレゼン
テーションを行い、実習施設の指導者および薬学部教員との意見交換を実施し
ている。 
薬局実務実習では、実習終了後に学生、実習施設の指導者、薬学部教員にて
意見交換会を実施している。 
 
実務実習委員会は、平成２１年１０月より毎年、実習予定施設の薬剤師を集
め、実習の事前説明会を行い、また、学内 FD の企画、文部科学省への届出など、
有効に機能している。実務実習方法、時間ともにモデル・コアカリキュラムに
基づいて設定されており、指導薬剤師からのフィードバック等は実務実習指
導・管理システムにて適切に行なわれていると判断する。効果的な実務実習教
育がなされていると評価できる。 
 
 
９．その他 
 
 16 
【１】当該大学薬学部（または薬科大学）の４年制学科を卒業していること。 
 
【２】実務実習履修時に、修士課程を修了していること。 
 
 薬剤師国家試験受験資格の取得を目的とする者の実務実習は、本学薬学部薬
科学科を卒業後、修士課程を修了し、かつ所定の科目単位を取得した者に限ら
れる。 
 
 
